
実践勉強会 実施レポート 

 

大田区薬剤師会 

日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 共催 

 

「非小細胞肺がんの治療」 

～薬物治療・TKI治療を中心に～ 

東邦大学医療センター大森病院 呼吸器センター内科 講師 

磯部 和順 先生 

 

参加 61名 

 

アサヒ調剤薬局       中畔、木島、桑原 

アサヒ薬局          中畔、内田 

アサヒ薬局医大前店    八巻、豊田 

あおば薬局大森赤十字店    平良、小澤 

秋島薬局          秋嶋、小寺 

いけがみ薬局       佐野 

エース薬局大森店       河本、森田 

江島薬局          江島 

大森会営薬局       田川、和田、石原 

大森赤十字病院      平岩、大橋、市川、石久保、博田、   

池末、飯行、遠藤 

大森プライマリー薬局    清水、荒井 

大森薬局          富岡 

きぼう薬局          藤岡 

げんき薬局          粂川 

コーコク薬局       田辺、松原、五十嵐 

サガワ薬局          小野木 

山王薬局 1丁目店       安藤 

スマイル薬局池上店    及川 

すみれ調剤薬局       平賀 

ちどりフローラ薬局    亀井 

長栄堂薬局          嶋田、森下、秋山、堀越 

東京労災病院       岩永 

東邦大学大森病院       竹内、青山、小川、西尾、椿原 



ナガエ薬局          矢幅 

ひまわり調剤薬局      曽我 

平井薬局          藤巻、栗原 

ひろみ薬局          井出 

ひろみ薬局中央店       外山 

フレンド薬局池上店    窪田 

みつこし薬局       浜田 

美原薬局梅田店      福崎 

森ケ崎薬局          木村 

 

 

質疑応答 

Q:TKI3剤の使い分けについてはどう考えるか 

A:ケースバイケースであるが、例えば Exon19の欠失変異であればジ

オトリフ、脳転移があったり若年者ではタルセバ、高齢者ではイレ

ッサと使い分けたりしている。 

 

Q:PPIと TKIの併用に関し、薬剤師が留意することは 

A:PPIは使わずに、間質性肺疾患の抑制効果があるといわれているセ

ルベックスを使用したり工夫している。 

 

Q:他の疾患で PPIを使用している患者へは。 

A:問題ない限り継続を考える。TKIの効果が落ちる印象はない。 

 

Q:理想的な抗癌剤はなぜできないか。ジオトリフは共有結合し、効

果が強そうに思えるが。すべての EGFRレセプターに結合しないから

か。キナーゼ阻害しても増殖は防げないからか。毒性で継続不可に

なるからか。 

A：現在多くの研究者が当該研究を行っており、決定的な回答はまだ

でていない。キナーゼ阻害を行っても、違うバイパス経路によるシ

グナル伝達も考えられる。また初期耐性（最初から効かない）人も

存在する。 

 

Q:小細胞癌ではなぜ、殺細胞性抗癌剤が奏功するのか。 

A:癌の性格もある。また小細胞癌は細胞分裂周期が早いため、殺細

胞性抗癌剤が奏功しやすい。 



Q：皮疹を認める患者への薬剤師からの指導はどうすべきか。 

A：皮疹があっても我慢してしまう患者が多いが、なるべく変化があ

れば来院を勧めて頂きたい。また清潔を保つように指導していただ

きたい。 

 

Q：気管支鏡時の抗血栓薬の休薬対応はどうする。 

A：東邦大大森病院では抗血栓薬を休薬するガイドラインを設け、そ

れを使用している。ヘパリン化に関しては、循環器科へのコンサル

を行う。全例ヘパリン化はしない。 


